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羽幌町各会計決算特別委員会会議録 

 

〇議事日程（第１号） 

平成２５年９月１９日（木曜日） 午前１１時００分開会 

 

第 １ 認定第 １号 平成２４年度羽幌町一般会計歳入歳出決算認定について     

第 ２ 認定第 ２号 平成２４年度羽幌町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定 

           について                          

第 ３ 認定第 ３号 平成２４年度羽幌町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に 

           ついて                           

第 ４ 認定第 ４号 平成２４年度羽幌町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定につ 

           いて                            

第 ５ 認定第 ５号 平成２４年度羽幌町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい 

           て                             

第 ６ 認定第 ６号 平成２４年度羽幌町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定につ 

           いて                            

第 ７ 認定第 ７号 平成２４年度羽幌町港湾上屋事業特別会計歳入歳出決算認定につ 

           いて                            

第 ８ 認定第 ８号 平成２４年度羽幌町水道事業剰余金の処分及び決算認定について 

 

〇出席委員（１１名） 

    １番 森     淳 君      ２番 金 木 直 文 君 
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    ◎委員長挨拶 

〇森委員長 議事に先立ちまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 さきの本会議において本委員会が設置され、委員長に私が、副委員長に金木委員が指名

を受けたわけでございます。皆様方にはご不足を覚えることもあろうかと存じますが、ご

容赦いただき、ご協力をお願いする次第であります。この決算特別委員会は、現行予算及

び新年度予算編成にも連動する大事な審査となります。町の歳計予算も一般会計と特別会

計等を合わせると８会計に及び、その内容も多岐にわたっており、議会が決定した予算が

適正に執行されたかどうか、行政効果や経済効果はどうか、また今後の行財政運営にどう

役立て、改善していくか、工夫すべき点はないか等の観点から評価する極めて重要な意味

を持っております。慎重な審議はもちろんでありますが、理事者側及び各委員におかれま

しては簡潔な質疑、答弁など、本委員会の円滑な進行にご協力を賜りますようお願い申し

上げ、簡単措辞でありますが、開会に当たっての挨拶といたします。 

 

    ◎開会の宣告 

〇森委員長 ただいまから各会計決算特別委員会を開会いたします。 

 

（開会 午前１１時００分） 

 

    ◎開議の宣告 

〇森委員長 これから本日の会議を開きます。 

 

    ◎認定第１号～認定第８号 

〇森委員長 本委員会に付託された認定第１号 平成２４年度羽幌町一般会計歳入歳出決

算認定について、認定第２号 平成２４年度羽幌町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決

算認定について、認定第３号 平成２４年度羽幌町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定について、認定第４号 平成２４年度羽幌町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定

について、認定第５号 平成２４年度羽幌町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て、認定第６号 平成２４年度羽幌町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、

認定第７号 平成２４年度羽幌町港湾上屋事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定

第８号 平成２４年度羽幌町水道事業剰余金の処分及び決算認定について、以上８件を一

括議題とします。 

 次に、審査の方法についてお諮りします。本委員会では、計数の照合審査など監査委員

の審査と重複することを避け、適正な執行状況並びに行財政効果等について綿密に審査を

すべきであり、監査委員の審査報告を信頼し、問題となる経理がない限り監査意見書に基

づいて審査を進めたいと思います。 

 なお、審査に当たって証拠書類の検閲が必要となった場合、地方自治法第９８条の検査
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権、あるいは同法第１００条の調査権の特別委員会への委任についての議決がなければ証

拠書類の提出を求めることができないという行政実例があります。したがって、本委員会

では、まず決算書に対する監査委員の審査意見について報告を求め、その後財務課長から

決算認定資料等に対する説明、次いで建設水道課長から水道事業決算報告書の内容説明を

受けた後理事者側に対する質疑を行い、逐次このように審査を進めていきたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 異議なしと認めます。 

 したがって、ただいま申し上げたとおり審査をすることに決定しました。 

 それでは、代表監査委員から決算審査意見書の説明を求めます。 

 代表監査委員、長谷川一志君。 

〇長谷川代表監査委員 ただいま議題となりました平成２４年度羽幌町一般会計及び特別

会計歳入歳出決算並びに基金運用状況審査意見書の内容についてご説明を申し上げます。 

 審査の意見は、駒井監査委員と合議に基づくものでございます。 

 次のページをお開き願います。第１、審査の対象は、平成２４年度一般会計と６つの特

別会計の合わせて７会計でございます。第２、審査の期間は、平成２５年７月１２日から

同年８月６日までの期間であります。第３、審査の方法及び範囲についてでありますが、

平成２４年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する

調書、財産に関する調書等について、関係法令に準拠して調製されているか、予算は適正

に執行されているか、計数が証拠書類に符合しているか、財政運営は健全かなどに主眼を

置き、必要に応じて関係職員からの説明を聴取するなどの方法により審査を実施したとこ

ろでございます。なお、現金、預金残高並びに証書類等の確認については、定期監査及び

例月出納検査の結果を踏まえて審査を行いました。第４、審査の結果でございますが、審

査に付された一般会計及び特別会計歳入歳出決算書及び附属書類等は関係法令で定める様

式に基づき作成されており、それぞれの内容を精査した結果、その計数はいずれも正確で

あり、財務に関する事務の執行についても適正に処理されたものと認められました。 

 ２ページをお開き願います。一般会計及び特別会計の決算総括表であります。合計欄で

申し上げますと、予算現額は９１億７，２７８万６，０００円で、歳入決算額は９０億１，

０３９万７，４０８円、執行率は９８．２％であります。これに対しまして歳出決算額は

８８億６，４８２万４，１９９円、執行率は９６．６％で、歳入歳出差引額１億４，５５

７万３，２０９円はいずれも翌年度へ繰り越しをしております。 

 ３ページをお開き願います。最初に、一般会計について申し上げます。１の概要であり

ますが、一般会計の決算収支状況は第１表のとおりであります。歳入総額６１億１，４２

２万６，０００円から歳出総額５９億７，８２７万５，０００円を差し引いた形式収支額

は１億３，５９５万１，０００円の黒字であり、この額から翌年度へ繰り越すべき財源と

なる繰越明許費充当額３，１０６万５，０００円を差し引いた実質収支額は１億４８８万
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６，０００円の黒字決算となっております。また、当年度の実質収支額から前年度の実質

収支額を差し引いた単年度収支額は４，７０４万４，０００円の減となっております。 

 ４ページをお開き願います。２の歳入についてであります。歳入の決算状況は、第２表

のとおりであり、調定額６１億７，２３８万６，０００円に対し、収入済額６１億１，４

２２万６，０００円、収入率９９．１％、執行率９８．７％となっております。前年度と

比較すると、収入済額は２億９，５３３万８，０００円、５．１％増加しており、収入率

で３．１ポイント、執行率で２．６ポイントいずれも上昇しております。不納欠損額は３

４１万９，０００円で、そのうち町税が３１４万３，０００円、全体の９１．９％を占め

ており、その主なものは固定資産税２２９万８，０００円、以下括弧内の数字の説明は省

略させていただきます。町民税、個人５０万７，０００円であり、両税で町税不納欠損額

の８９．２％と大半を占めております。前年度と比較し、２５９万２，０００円、３１３．

４％増加しております。収入未済額は、翌年度繰り越し事業費充当として措置された道支

出金を除きますと５，２２６万６，０００円で、前年度４，９１０万３，０００円、国庫

支出金及び道支出金を除きます、と比較し、３１６万３，０００円、６．４％増加してお

ります。うち町税は３，９５８万７，０００円で、前年度と比較し、４００万４，０００

円、１１．３％増加しております。また、全体の７５．７％を占めており、その内訳は町

民税、個人５６１万４，０００円、固定資産税２，９９６万５，０００円、都市計画税４

００万８，０００円であります。税外収入は１，２６７万９，０００円で、前年度の１，

３５２万円に比較し、８４万１，０００円減少しております。その内訳は、使用料及び手

数料では公営住宅使用料１，２１０万９，０００円、常設保育料は前年度２０万円であり

ましたが、２４年度はございません。財産収入では、土地貸付収入で５３万６，０００円、

諸収入では電気使用料の３万４，０００円であります。道支出金は、羽幌二股ダム管理省

力化施設整備事業補助金２４７万５，０００円であります。当年度は、町税及び税外の収

入済額は前年度を０．６ポイント下回っておりますが、その主とするものは会社の倒産に

起因した町税であります固定資産税等の不納欠損額及び収入未済額が増加となったことに

よるものであります。地域経済の状況が厳しさを増す中で、自主財源である町税の収納環

境もますます厳しくなることが予想されますが、今後とも税負担の公平、適正と、さらに

は税収の確保に向けて最善の努力を尽くされるよう望むものでございます。不納欠損額及

び収入未済額の内訳は、認定資料の２７、２８ページに記載されております。 

 次に、５ページをお開き願います。３、歳入決算構成であります。決算認定資料１２ペ

ージの記載内容に基づき、普通会計ベースで一般財源と特定財源及び自主財源と依存財源

に分類し、考察をいたしますと、第３表及び第４表のとおりでございます。第３表では、

決算額に占める一般財源は４６億３９５万５，０００円で、前年度に比較し、地方交付税

等増となったものの、国庫支出金、繰越金等の減により５，１９６万３，０００円、１．

１％減少しております。また、特定財源は１５億１，０２７万１，０００円で、国庫及び

道支出金、町債等の増により３億５，２４８万６，０００円、３０．４％増加しておりま
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す。構成比率では一般財源７５．３％、特定財源２４．７％となっており、前年度に比較

し、一般財源が４．８ポイント低下しております。 

 次に、第４表でありますが、自主財源は１２億６，８０９万５，０００円で、この主要

部分を占めます町税は７億３９２万９，０００円であり、前年度と比較すると１９３万７，

０００円、０．３％増加しております。下段の２行目の構成比率では、自主財源２０．７

％、依存財源７９．３％となっており、前年度に比較し、自主財源が２．４ポイント低下

をしております。 

 ６ページをお開き願います。４の歳出でありますが、歳出の決算状況は第５表のとおり

であります。予算現額６１億９，６７６万１，０００円に対し、支出済額は５９億７，８

２７万５，０００円で、翌年度繰越額５，７１４万円、不用額１億６，１３４万６，００

０円となり、予算の執行率は９６．５％となっております。前年度に比較して支出済額で

３億１，１７９万５，０００円、５．５％増加し、予算執行率では２．９ポイント上昇し

ております。また、翌年度繰越額は１億６，６５７万９，０００円、７４．５％、不用額

は５２１万５，０００円、３．１％それぞれ減少し、予算現額に対する割合は翌年度繰越

額で２．８ポイント、不用額で０．２ポイントいずれも低下をしております。 

 次の第５表の下段の記載内容につきましては、７ページでご説明を申し上げます。７ペ

ージをお開き願います。款別の歳出決算状況は第６表のとおりでありますが、構成比の高

いものでは民生費、諸支出金、公債費、農林水産業費、土木費となっており、これらで支

出済額の６８．５％を占めております。 

 次に、表の一番右に対前年度増減内容をあらわしておりますが、主な款別の増減につい

てご説明を申し上げます。まず、総務費でございますが、９，８４２万２，０００円、２

２．３％増加しておりますが、増加の主なものは財政調整基金積立金１億３，５６７万円

であり、減少の主なものは電算システム導入委託料４，１１８万７，０００円であります。 

 次に、衛生費では４，５５２万円、１０．５％の増となっておりますが、増となった主

なものはドクターヘリヘリポート整備工事請負費３，４５２万４，０００円、医師研究資

金貸付金１，５６２万５，０００円、健康センター屋上防水工事請負費１，２１７万円で

あり、減となりましたものは簡易水道事業特別会計繰出金１，９００万円が主なものであ

ります。 

 次に、農林水産業費は４億５，３９５万９，０００円、１５３．５％の増でありますが、

増加は主といたしまして漁協新水産物荷さばき施設事務所整備事業補助金２億９，４１９

万５，０００円、米穀乾燥調製貯蔵施設整備補助金１億９，２００万円であります。一方、

減少は、アスパラ選別機導入補助金３，３３０万円などであります。 

 土木費では、１億３，４３０万８，０００円、１５．８％の減少であります。除排雪業

務委託料で２，４８５万９，０００円など増となりましたものの、港湾上屋事業特別会計

繰出金で６，２７２万３，０００円、国直轄港湾事業負担金５，５８８万９，０００円、

道路新設改良事業工事請負費１，７４７万７，０００円などの減によるものでございます。 
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 教育費では、７，９２９万１，０００円、１７．４％の減でありますが、総合体育館屋

根改修工事請負費４，９２６万６，０００円などで増加となりましたものの、教育施設整

備基金積立金１億円、学校給食センター食器消毒保管機更新事業費１，６６７万４，００

０円、学校図書連携システム導入事業費１，１５８万５，０００円などが減少したことに

よるものであります。 

 次の公債費では、減少した主なものは公共等の３事業債で４，８５６万７，０００円、

臨時財政特例債１，２４８万１，０００円及び臨時財政対策債７６８万６，０００円であ

り、全体では６，６７８万４，０００円、７．５％の減となっております。表の中ほどに

あります繰越額の５，７１４万円は、繰越明許費でございます。 

 ８ページをお開き願います。５、歳出決算構成であります。決算認定資料の１３ページ

にあります款別性質別決算額調べなどに基づき、歳出決算額を性質別に区分をいたします

と第７表のとおりであります。決算額に占める義務的経費は２２億４，７６２万６，００

０円で、前年度に比較し、人件費、扶助費が増となったものの、公債費の減により２，２

３８万９，０００円、１．０％減少しております。また、投資的経費は９億２，７６２万

１，０００円で、前年度に比較し、災害復旧費が減となったものの、普通建設事業費の増

により５億６３９万２，０００円、１２０．２％増加をしております。構成比率では、義

務的経費３７．６％、投資的経費１５．５％となっており、前年度に比較し、義務的経費

が２．５ポイント低下しております。 

 ９ページをお開き願います。６の財政指標であります。普通会計における財政力の動向、

財政構造の弾力性を判断する主要財務比率の年度別推移は、次表のとおりであります。４

項目それぞれ下段に記載しております。本年度の比率についてのみ説明をさせていただき

ます。まず、アの財政力指数でありますが、本年度は０.１８１で、前年度より微減をし

ております。イの経常収支比率では、本年度は８１．１％で、前年度より２．０ポイント

下回っております。ウの経常一般財源比率は、本年度は９６．０％で、前年度より１．１

ポイント上回っております。エの人件費比率については、前年度より０．７ポイント下回

り、１７．５％となっております。 

 １０ページをお開き願います。７、財産に関する調書であります。平成２４年度におけ

る財産の増減高及び現在高は次表に掲げるとおりでありますが、ごらんをいただくことに

より説明は省略をさせていただきます。 

 １１ページをお開き願います。特別会計について申し上げます。最初に、国民健康保険

事業特別会計についてであります。概要は記載のとおりであります。歳入総額から歳出総

額を差し引いた額及び実質収支額とも２６７万４，０００円の黒字決算となっております。 

 次に、下段の２、歳入では、自主財源である保険税の収入状況は次のページの第２表の

とおりでありますが、調定額２億５，８３２万円に対し、収入済額は２億３，５９１万円、

収入率９１．３％、執行率１１１．０％となっております。前年度と比較しますと、収入

済額は１，２８９万５，０００円、５．８％増加し、収入率においては現年度分で０．５
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ポイント、滞納繰り越し分で１．７ポイント、総体では１．８ポイントいずれも上昇して

おります。また、執行率、不納欠損額、収入未済額については記載のとおりでありますが、

今後とも健全な事業運営に向け、収入率の向上に一層努められるよう要望いたすものであ

ります。 

 次の１２ページ、３の歳出につきましては、ごらんをいただくことにより説明は省略を

いたします。 

 １３ページをお開き願います。下水道事業特別会計について申し上げます。概要は記載

のとおりでありますが、歳入総額から歳出総額を差し引いた額及び実質収支額とも２６万

３，０００円の黒字決算となっております。以下、説明は省略をさせていただきます。 

 １４ページをお開き願います。２の歳入及び歳出でありますが、款別歳入歳出決算状況

は第２表のとおりであります。概要を申し上げますと、前年度に比較して歳入では１，９

３９万４，０００円、３．９％、歳出では１，９６３万５，０００円、３．９％いずれも

減少をしております。下段から５行目に記載の事業費２，９７３万９，０００円減少した

主たるものは、管渠布設工事請負費及び羽幌浄化センター長寿命化計画策定業務委託料の

減によるものであります。水洗化の普及状況は、接続可能区域内人口６，４１９人に対し、

既接続人口は３，５８９人で、水洗化率は前年度に比較して３．４ポイント上昇し、５５．

９％となっております。 

 １５ページをお開き願います。簡易水道事業特別会計について申し上げます。決算収支

状況は第１表のとおりでありますが、歳入総額から歳出総額を差し引いた額及び実質収支

額とも６２万６，０００円の黒字決算となっております。下段から４行目に記載の年間配

水量等について申し上げますと、年間配水量は６万７，５３８立方メートル、有収水量は

４万１，８０４立方メートルで、有収率は前年度に比較して４．９ポイント低下し、６１．

９％となっております。今後とも施設の維持管理を徹底されるとともに、有収率の向上に

一層努力されるよう期待をいたすものでございます。 

 １６ページをお開き願います。２の歳入及び歳出であります。２表の説明を省略いたし

まして、２表の下段の水道使用料の地区別収納状況でありますが、曙地区の廃止により、

天売、焼尻地区の収納状況は調定額１，９１０万２，０００円に対し、収入済額１，８３

４万４，０００円で、収入率９６．０％となっております。 

 １７ページをお開き願います。介護保険事業特別会計について申し上げます。決算の収

支状況は第１表のとおりでありますが、保険事業勘定及び介護サービス事業勘定を合わせ

た歳入総額から歳出総額を差し引いた額及び実質収支額とも４万７，０００円の黒字決算

となっております。 

 １８ページをお開き願います。２の歳入及び歳出でありますが、款別歳入歳出決算状況

の下段の（２）、介護サービス事業勘定の歳出、事業費が前年度に比較し、４，８６５万

３，０００円減少しておりますが、特別養護老人ホーム外構工事請負費の減が主なもので

ございます。 
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 １９ページをお開き願います。後期高齢者医療特別会計について申し上げます。決算収

支状況は第１表のとおりでありますが、歳入総額から歳出総額を差し引いた額及び実質収

支額とも１５万９，０００円の黒字決算となっております。以下、内容については省略を

させていただきます。 

 ２１ページをお開き願います。港湾上屋事業特別会計について申し上げます。決算収支

状況は第１表のとおりでありますが、歳入総額から歳出総額を差し引いた額及び実質収支

額とも５８５万３，０００円の黒字決算となっております。決算収支状況を前年度と比較

すると、歳入では１億８，３１６万８，０００円、２４６．４％、歳出では２億３，７５

７万５，０００円、１，６８６．１％それぞれ増加しております。この主とするものは、

羽幌港旅客上屋新築工事の執行に伴うものであります。以下、内容は省略をさせていただ

きます。 

 ２３ページをお開き願います。各基金の決算状況であります。各基金は設置目的に沿っ

て適正に処理されており、基金別決算状況は次表に掲げるとおりであります。２４年度末

現在高の合計額は１５基金、３１億３，６８３万３，０００円であり、前年度に比較して

２億６５１万６，０００円増加しております。 

 ２４ページをお開き願います。不納欠損処分の事由別状況について申し上げます。一般

会計、国民健康保険事業特別会計及び下水道事業特別会計の不納欠損処分の事由別状況は、

次表に掲げるとおりであり、適法に処理されております。町税及び税外で合計７４件、４

８２万８，９４３円となっております。内訳は、決算認定資料の２７ページから２９ペー

ジに記載されてございます。 

 ２５ページをお開き願います。繰越明許費事業調べであります。２５ページ、２６ペー

ジの繰越明許費決算状況についてでありますが、平成２３年開会の第８回定例会から平成

２５年第１回定例会までのうち４回の定例会において議決されたものでありますので、内

容は省略をさせていただきます。 

 ２７ページをお開き願います。平成２４年度羽幌町定額基金運用状況審査意見書の内容

についてご説明を申し上げます。１、審査の対象は、羽幌町奨学基金であります。２、審

査の期日は、平成２５年８月７日であります。３、審査の方法は、地方自治法第２４１条

第５項の規定により、審査に付された基金運用状況調書について各関係諸帳簿、証書類等

の確認を行ったものであります。４、審査の結果でありますが、基金運用状況調書は関係

諸帳簿、証書類と符合しており、適正に運用されていることが認められました。 

 ２８ページをお開き願います。基金運用状況調書であります。中ほどにあります本年度

運用状況では、貸付金返済金額は６人で１０７万６，０００円、貸付金額は新規、継続合

わせて６人の１２２万円となっております。本年度末現在高は預金で９５２万８，０００

円、貸付金は１１名で５１９万２，０００円、計では前年度末現在高と同じく１，４７２

万円となっております。 

 以上で一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算並びに定額基金運用状況についての決算
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審査の内容とさせていただきます。よろしくお願いを申し上げます。 

 引き続きまして、別つづりとなっております平成２４年度羽幌町水道事業会計決算審査

意見書の内容についてご説明を申し上げます。 

 本審査の意見につきましても駒井監査委員との合議に基づくものでございます。 

 次の１ページをお開き願います。第１、審査の概要でございますが、１、審査の対象は、

次の（１）から（７）まで記載のとおりであります。２、審査の期間は、平成２５年６月

３日から同年６月２４日までであります。３、審査の方法としまして、決算審査に当たっ

ては、決算報告書、財務諸表、事業報告書、附属書類等に基づき、計数の照合など事業が

経済性を発揮し、公共の福祉を増進するよう運営されているかに重点を置き審査するとと

もに、必要に応じて関係職員から説明を受けて、審査の参考といたしました。 

 第２、審査の結果でございますが、１、決算諸表について、審査に付された決算諸表は、

関係法令に準拠して作成されており、それぞれの内容を精査した結果、その計数は正確で

あり、事業の経営成績及び財政状態を適正に表示しているものと認められました。 

 ２ページをお開き願います。２、経営状況について、（１）、経営成績でありますが、

当年度は税抜き決算で総収益２億３，４５５万３，０００円に対し、総費用は２億１６５

万１，０００円となっており、差し引き３，２９０万２，０００円が当年度純利益で、前

年度と比較すると６０万円、１．９％増加しております。総収益は、前年度に比較すると

１４１万４，０００円、０．６％減少しておりますが、これは主として給水収益２６１万

３，０００円、１．１％の減少によるものであります。また、費用は、前年度に比較する

と２０１万５，０００円、１．０％減少しておりますが、これは主として工事請負費で１，

８４０万４，０００円、９１．３％増加となったものの、人件費９７５万３，０００円、

２９．２％、資産減耗費６８６万円、９２．９％、企業債利息４０３万８，０００円、１

２．２％の減少によるものであります。 

 なお、事業の経営内容を把握するため、全国平均値（以下「平均値」という。）と比較

をしますと次のとおりであります。アの財務比率でありますが、事業の財政状態の短期流

動性、長期健全性の良否をあらわす財務比率を算出すると次表のとおりであります。

（ア）、流動比率は、平均値を上回っており、短期債務に対する支払い能力は良好である

と見ることができますが、企業債償還に要した現金預金の減少により前年度を下回ったも

のと考えられます。（イ）、自己資本構成比率は、企業債償還に要した利益剰余金が減少

したことにより前年度を上回ったものの、企業債を調達していることにより平均値を下回

っているものと考えられます。（ウ）、固定資産対長期資本比率では、１００％以下で、

かつ低いことが望ましく、８０％台を維持しており、良好に推移しているものと思われま

す。 

 ３ページをお開き願います。イの収益比率でありますが、収益性を示す数値で、比率が

高いほどその収益性が高いことをあらわしており、営業収支比率は１３５．３％と平均値

を上回っているものの、前年度に比較すると営業収益の伸び率が営業費用の伸び率を下回
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ったことから２．４ポイント減少しております。 

 ウの施設利用率であります。施設の利用状況の良否を総合的に表示する施設利用率は、

最大稼働率及び負荷率の良化により平均値を上回っております。このことは、水道施設が

効率的に運営されているものと言えるものであります。 

 ４ページをお開き願います。エの労働生産性では、職員１人当たりの労働生産性を最も

端的にあらわしているものでありますが、前年度及び平均値を上回っております。これは、

職員が１名減となったことによるものであります。 

 次に、オ、料金に関する比較では、有収水量１立方メートル当たりの供給単価は３２３

円７銭、給水原価は２８７円４銭となっており、差し引き３６円３銭の供給益が生じてお

ります。回収率は１１２．６％と平均値を上回っているものの、前年度に比較すると供給

単価の伸び率が給水原価の伸び率を下回ったことから０．２ポイント微減してございます。 

 ５ページをお開き願います。（２）の結びでございますが、将来に向け安定した給水確

保のため、水道施設の延命化や計画的な修繕等の事業を進めることから量水器取りかえ工

事及び老朽化した配水管布設替工事など主要施設の整備が進められてきました。また、昨

年度に引き続き、財政の健全化に対応すべく企業債の繰上償還や新たに人件費の削減に取

り組まれるなど鋭意努力されておりますが、人口の減少や各種産業活動の低迷などにより

事業運営の柱となる水需要の大幅な増加は将来的にも見込めないことが予想されますこと

から、今後とも効率的な事業運営と経費の縮減等を図り、安全で安心できる良質な水道水

の供給に取り組まれるよう望むものであります。なお、給水未収金は、前年度と比較し、

８４万円、１４．３％増加しております。計画的な対策により給水収益の確保に努力して

いることが見受けられますが、一層の工夫をされ、未収金の解消に努められるよう要望い

たします。 

 次の（３）、決算認定資料の第１表は、業務実績を前年度と比較し、あらわしたもので

あります。ごらんをいただきまして、説明は省略をいたします。 

 ６ページをお開き願います。第２表、決算額比較表であります。収益的収支であります

が、２４年度消費税差し引き後の決算額の下段にあります収支差引額のとおり、純利益は

３，２９０万２，６３０円となっております。次に、下段の資本的収支では、収入がなく、

支出は建設改良費、企業債償還金であります。下段の収支差引額２億６，８９８万１，０

３９円の不足額は、減債積立金等から補填をしております。 

 ７ページをお開き願います。第３表、比較損益計算書であります。当年度中に得ました

収益と費用をあらわしたものでありますが、２４年度の純利益は、第２表で申し上げまし

たとおり、下段に記載の３，２９０万２，６３０円となっております。 

 ８ページをお開き願います。第４表は、財産、財政状態を総括的にあらわした比較貸借

対照表であります。左側の資産の部の下段の合計額は２５億８，２８４万８，６７６円で、

内訳は固定資産２３億５４９万８，４４６円、流動資産２億７，７３５万２３０円であり

ます。前年度に比較し、２億２，６４２万２，２６４円、８．１％の減少となっておりま
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すが、主といたしまして有形固定資産４，４１５万１，２４５円、１．９％、企業債の償

還により現金預金１億８，３４９万１，３５２円、４０．７％の減によるものであります。

次に、右側の負債、資本の部の内訳は、３の流動負債では１，２２０万７，６４１円で、

前年度に比較し、２０１万６，１４５円、１９．８％増となっておりますが、未払い金及

びその他流動負債の下水道使用料が主なものであります。次に、資本金総額では２５億７，

０６４万１，０３５円で、内訳は資本金１６億１４１万７２９円、剰余金９億６，９２３

万３０６円であります。前年度に比較し、２億２，８４３万８，４０９円、８．２％の減

少となっておりますが、利益剰余金の減によるものでございます。 

 以上で水道事業会計審査意見の内容説明とさせていただきます。よろしくお願いを申し

上げます。 

〇森委員長 昼食のため休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時４８分 

再開 午後 １時００分 

 

〇森委員長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 財務課長から決算認定資料等の内容説明を求めます。 

 財務課長、三浦義之君。 

〇三浦財務課長 私から決算書に基づきまして説明をさせていただきます。 

 まず初めに、１４４ページをお開き願います。財産に関する調書でございます。１枚め

くっていただきまして、財産に関する調書の各明細となっておりまして、この１４５ペー

ジから１５５ページまでが町が所有している財産、土地や建物、債権、備品等についての

状況をあらわしたものですが、土地については譲渡や取得による増減と地籍調査での錯誤

による増減が反映されております。また、建物につきましては、取得や解体のほかに今回

は新公会計制度導入において作成した建物の財産台帳データ化に伴う錯誤も反映しており

ます。その他の財産についても増減について反映された調書となっておりますので、了承

願いたいと思います。 

 それでは、決算書１５５ページをお開き願います。水色の相紙１枚をめくりますと、黄

色い表紙で平成２４年度羽幌町各会計決算認定資料でございます。この資料に基づき説明

をさせていただきます。 

 １枚をめくりますと目次でございます。これもめくっていただきます。１ページをごら

ん願います。第１表、平成２４年度各会計別決算総括表でございますが、これは町長から

の説明をもって私からの説明は省略をさせていただきます。 

 ２ページをお開き願います。第２表、決算の状況に関する調べ、一般会計でございます。

平成２３年度と２４年度の比較表でありますが、歳入総額、Ａ欄の右側、増減では２億９，

５３３万８，０００円の増、歳出総額、Ｂ欄の増減では３億１，１７９万５，０００円の
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増となっており、いずれも増加しております。平成２４年度欄でＣ欄、歳入歳出差引額は

１億３，５９５万１，０００円となります。区分で翌年度に繰り越すべき財源と縦書きで

記載しておりますが、Ｅ欄、繰越明許費の平成２４年度３，１０６万５，０００円は、平

成２５年度へ繰り越しを行った国の交付金事業に伴う一般財源分であります。Ｊ欄、実質

収支は、Ｃ欄、歳入歳出差引額からＩ欄、翌年度に繰り越すべき財源の計、つまり繰越明

許費分を差し引いた額となり、１億４８８万６，０００円となります。次の財政再建債等

未償還元金はありませんので、Ｏ欄も同額となります。このように１億４８８万６，００

０円の黒字決算となっておりますが、前年度からの黒字分も含んでおりますので、それを

除いたＰ欄、単年度収支は４，７０４万４，０００円の赤字となるものであります。しか

し、２４年度中の黒字要素である財政調整基金など各基金への積立金、Ｑ欄、２億５，０

５７万５，０００円がありますので、一番下の数字、Ｔ欄、実質単年度収支は２億３５３

万１，０００円の黒字となるものであります。 

 次に、３ページをお開き願います。第３表、一般会計款別決算額比較表でございますが、

各会計別に増減の主なものをご説明いたします。９款地方特例交付金で前年度対比１，０

０５万円、８９．４％の減は、国の減税等に伴う町税の減収分を補填する交付金ですが、

児童手当及び子ども手当特例交付金の廃止に伴う減でございます。 

 １０款地方交付税で前年度対比１億９万７，０００円、３．１％の増は、地域経済・雇

用対策費の創設によるものが主なものでございます。 

 １４款国庫支出金で前年度対比６，４８７万５，８００円、１９．５％の増は、漁協新

水産物荷さばき施設の補助金によるものが主なものでございます。 

 １５款道支出金で前年度対比１億６，７７９万２，４８２円、４７．８％の増は、米乾

燥調製貯蔵施設の補助金による増が主なものでございます。 

 １８款繰入金で前年度対比４，７２７万８，７３５円、１７２．８％の増は、サンセッ

トプラザボイラー更新に伴うまちづくり事業基金の繰り入れに伴う増が主なものでござい

ます。 

 １９款繰越金で前年度対比８，７４０万９，９０５円、３６．４％の減は、普通交付税

で地域活性化交付金の廃止や個人所得の減少に伴う町民税の減、財産売払収入の減による

ものが主なものでございます。 

 ２０款諸収入で前年度対比３，７４７万４，０５５円、１９．５％の減は、社会福祉協

議会への福祉施設運営適正化資金貸付金の返還完了による減が主なものでございます。 

 ２１款町債で前年度対比５，８１３万６，０００円、１４．５％の増で、減となる主な

ものは臨時財政対策債や国直轄港湾整備事業債、高規格救急自動車整備事業債などであり、

増となる主なものは漁協新水産物荷さばき施設整備事業債や小麦乾燥調製貯蔵施設整備事

業債、道北ドクターヘリ施設整備事業債、医師確保対策事業債などでございます。 

 次に、４ページ、一般会計の歳出でございますが、監査委員から審査意見がございまし

たので、説明は省略をさせていただきます。 
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 次に、５ページ、国民健康保険事業特別会計でございます。歳入合計で前年度対比１，

０７７万６，１５２円、０．９％の増となっており、主なものを申し上げます。１款国民

健康保険税１，２８９万５，３４１円、５．８％の増は、農業所得の増が主なものでござ

います。 

 ２款国庫支出金４，４２６万１，４６０円、１４．８％の減は、療養給付費負担金の負

担率変更と前期高齢者交付金の財源調整を図る財政調整交付金が前期高齢者交付金の増に

伴い減少したことによるものでございます。 

 ４款前期高齢者交付金５，３７７万５，０６３円、２１．２％の増は、医療費において

前々年度精算額３，９１１万円と概算交付額１，４６６万円の増によるものでございます。 

 ８款繰入金１，０７２万７，１２４円、８．７％の減は、財源不足を補うための国保支

払準備基金１，２００万円の減と一般会計からの繰入金１２７万円の増によるものでござ

います。 

 次に、歳出合計で前年度対比９０１万６，３９８円、０．８％の増となっており、主な

ものを申し上げます。３款後期高齢者支援金等で１，０１６万３，６４７円、９．４％の

増は、後期高齢者医療費の増に伴う概算支出額と過年度精算分の増によるものでございま

す。 

 ６款介護納付金で３１１万８０４円、６．６％の増は、概算支出額と過年度精算分の増

によるものでございます。 

 ７款共同事業拠出金７５３万８，９１７円、５．１％の減は、拠出金の対象となる医療

費が減少したために高額医療費拠出金と保険財政共同安定化事業拠出金が減となったもの

でございます。 

 ８款保健事業費で４２８万４，０５１円、６９％の増は、新規事業である未受診者対策

事業費の増によるものでございます。 

 次に、６ページをお開き願います。後期高齢者医療特別会計でございます。歳入合計で

前年度対比１，０８５万４，８９３円、１０．６％の増、歳出合計で前年度対比１，１２

１万２，８５８円、１１％の増となっておりますのは、後期高齢者の医療費増に伴い、歳

入において１款後期高齢者医療保険料を確保するために保険料率の改正をしたことと歳出

において２款後期高齢者医療広域連合納付金が増となっているものでございます。 

 歳入で２款繰入金２８５万９９８円、７．７％増は、低所得者の保険料軽減分としての

保険基盤安定繰入金の増によるものでございます。 

 次に、７ページ、介護保険事業特別会計の保険事業勘定であります。歳入合計で前年対

比３，１０７万１，１２３円、４．２％の増、歳出合計で前年対比３，１２５万６，６６

３円、４．２％の増となっておりますのは、歳出において２款保険給付費の介護給付サー

ビス費３，５６２万１，４１９円の増加に伴い歳入が増加しているもので、３款国庫支出

金の負担分２５％、４款道支出金の負担分１２．５％、７款繰入金の町負担分１２．５％

とそれぞれ増加しているものでございます。 
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 歳入で１款保険料８０８万９，０５６円の増は、保険料改定に伴うものでございます。 

 歳出において３款地域支援事業費で３５１万７，１０３円、１８．８％の減は、介護予

防事業の生きがいデイサービス委託料の見直しによる減でございます。 

 ４款諸支出金で３２２万６，３７９円、７２．２％の減は、交付金の過年度精算分の減

によるものでございます。 

 次に、８ページをお開き願います。介護サービス事業勘定でありますが、歳入及び歳出

の減はともに特別養護老人ホーム改築に伴う事業費等の減によるものでございます。 

 次に、９ページ、下水道事業特別会計であります。歳入合計、前年度対比で１，９３９

万４，６２４円、３．９％の減は、歳出の事業費減に伴う３款国庫支出金や４款、一般会

計からの繰入金の減と町債の減によるものでございます。 

 下段の歳出でありますが、歳出合計、前年度対比で１，９６３万５，３２３円、３．９

％の減は、２款事業費の減と３款公債費の減で、起債対象事業の減や償還完了によるもの

でございます。 

 次に、１０ページをお開き願います。簡易水道事業特別会計であります。歳入合計、前

年度対比で１，８９７万４，５０５円、３１％の減及び歳出合計、前年度対比で１，８９

０万８，１５９円、３１．３％の減は、天売、焼尻、曙地区における工事の完了に伴う減

でございます。 

 次に、１１ページ、港湾上屋事業特別会計であります。歳入合計で１億８，３１６万７，

７９５円、２４６．４％の増、歳出合計で２億３，７５７万４，４０８円、１，６８６．

１％の増は、羽幌港旅客上屋整備事業による増加でございます。 

 次に、１２ページをお開き願います。第４表、経常収支等の状況に関する調べでありま

す。まず、収入では、収入決算額のうち臨時的な収入なのか、経常的な収入なのか、そし

てその収入の使い道が特定されているものなのか、何にでも使える一般財源なのか、また

支出のほうでは性質別区分の決算額、Ａ欄のうち経常的な支出経費、Ｃ欄の額に対して一

般財源がどれだけ充当されているかをあらわしており、このような区分の結果をもとに経

常収支比率を求めているものであります。町長からも申し上げましたが、経常収支比率は

８１．１％であります。その他の数値についてはごらんになっていただき、説明は省略を

させていただきます。 

 次に、１３ページの第５表でありますが、普通会計の決算額を款ごとに性質別にあらわ

したものでございます。説明は、省略をさせていただきます。 

 次に、１４ページをお開き願います。第６表、事業効果表の一般会計総括表でございま

す。次の１５ページから２４ページまでの事業効果表につきましては、重立った投資的事

業につきまして会計別、款別に区分をいたしまして、事業ごとに決算額、整備内容などを

載せております。ごらんをいただきましてご理解賜りたく、説明は省略をさせていただき

ます。 

 次に、２５ページの第７表でありますが、歳入歳出の決算状況を目的別にグラフにあら
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わしたものであります。左側の歳入の円グラフですが、歳入の半分強の５４．２％を交付

税が占めている状況にあります。また、右側の歳出総額ですが、昨年と比較して６款農林

水産業費が７．３％ふえ、１２款公債費が１.９％、８款土木費が３．１％減少しており

ます。 

 次に、２６ページをお開き願います。第８表、町税の収入額をそれぞれ税別にグラフに

あらわしたものであります。減少傾向にございますが、２４年度は若干増加しております。

増加要因としては、町民税において１６歳未満の年少扶養控除及び１６歳以上１９歳未満

の特定扶養控除の廃止による増でございます。 

 次に、２７ページから３１ページまでの第９表、各会計（税・税外）収入状況調べでご

ざいますが、監査委員から審査意見がございましたので、説明は省略をさせていただきま

す。 

 次に、３２ページをお開き願います。第１０表、給与費決算調書であります。一般会計

と特別会計の特別職、一般職に係る職員数と給与費、共済費及び報酬の決算状況をあらわ

しております。一番下の差し引き欄で２３年度と比較しておりますが、合計欄の一番右下

になりますが、２，０２２万４，０００円、率にして１．７％の増となっております。説

明は省略をさせていただきます。 

 次に、３３ページ、第１１表であります。債務負担行為の調べでありますが、一般会計

におきまして２４年度以前に議会で議決をいただき、後年度で支出する内容を記載してあ

ります。事項別の内容は省略をさせていただきますが、（１）、物件購入、その他の表の

一番右下の欄にありますように、２５年度以降に一般財源で支出を予定されている額は９，

２２２万５，０００円となっております。 

 次に、３４ページをお開き願います。第１２表、地方債施設別現在高調べですが、会計

別に２４年度末の未償還元金の額を記載してあります。まず、一般会計でありますが、ほ

とんどの項目で減少しております。一般会計の総額では前年度より２億６，０１７万５，

０００円の減少となっており、２４年度末残高は６２億７，４０８万６，０００円となっ

ております。また、簡易水道事業会計や下水道事業会計は、いずれも前年度より減少して

おり、一般会計を含めます総合計では３億１，６１１万７，０００円の減となっており、

５つの会計の２４年度末残高は１０３億６，４４８万４，０００円となるものでございま

す。 

 右の第１３表のグラフは、一般会計分の２４年度までの起債の借入額の状況とその分に

係る元金の償還予定額の状況を平成２８年度までグラフにあらわしたものであります。 

 次に、３５ページ、第１４表であります。一般会計の決算額を款別、節別に集計したも

のでございますが、これにつきましてはごらんをいただきまして、説明は省略をさせてい

ただきます。 

 次に、３６ページをお開き願います。第１５表、基金運用状況調べでありますが、定額

の資金を運用する奨学基金の状況を載せてあります。ごらんをいただきまして、説明は省
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略をさせていただきます。 

 次に、３７ページ、３８ページ、第１６表、繰越明許費事業調べでございます。３７ペ

ージは、平成２３年度からの繰越明許費決算状況であり、３８ページにつきましては平成

２５年度への繰越明許費予算でございます。ごらんをいただきまして、説明は省略をさせ

ていただきます。 

 以上をもちまして平成２４年度決算資料の説明を終わらせていただきますが、よろしく

ご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

〇森委員長 次に、建設水道課長から水道事業決算報告書の内容説明を求めます。 

 建設水道課長、安宅正夫君。 

〇安宅建設水道課長 それでは、平成２４年度の水道事業決算報告につきましてご説明を

申し上げます。 

 決算書の１ページをごらんください。この決算報告書は、平成２４年度の予算額に対し

てその執行の実績がどうであったかを示す計算表であります。消費税を含む税込みの金額

で記載しております。（１）、収益的収入及び支出でございますが、収入では第１款水道

事業収益２億４，７５７万５，０００円の予算額に対しまして、決算額２億４，５９０万

９，５２２円であります。支出は、第１款水道事業費用２億３，４２２万８，０００円の

予算額に対しまして、決算額２億１，２３３万２，７７１円で、不用額は２，２８７万９，

２２９円となっております。これは、営業費用の薬品や修繕などの減が主な要因でござい

ます。 

 次に、２ページをお願いいたします。（２）の資本的収入及び支出でございますが、こ

れは投資的事業に係る費用と過去の設備投資に係る企業債の元金償還を含んだ収支でござ

います。今年度に関しましては、収入はありません。支出は、第１款資本的支出２億６，

９８２万４，０００円に対しまして、決算額２億６，９３６万３，０３９円となり、収入

がないことからこの全額を減債積立金及び損益勘定留保資金により補填したところでござ

います。 

 次に、３ページをお願いいたします。こちらからは、公営企業会計方式による決算の区

分に従って作成された財務諸表となります。まず、損益計算書ですが、これは税抜きによ

り全ての収益と費用を記載し、利益を明らかにしたもので、さきに１ページでご説明いた

しました収益的収支の税抜き額及び１２ページの事業収入、事業費の内容と一致いたしま

す。収益から費用を差し引いた３，２９０万２，６３０円が２４年度の純利益となってお

ります。 

 次に、４ページをお願いいたします。剰余金計算書及び剰余金処分計算書でございます

が、まず上段の利益剰余金計算書でございますが、資本金については企業債元金償還によ

り２億６，１３４万１，０３９円が減額されましたが、同額を減債積立金より組み入れた

結果、昨年と同額の１６億１４１万７２９円となっております。剰余金のうち資本剰余金

については、２４年度の発生がありませんので、昨年と同額の７億５，６１０万８，５１
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０円が翌年度繰り越し資本剰余金となります。 

 次に、利益剰余金でございますが、減債積立金については平成２３年度の処分額１６１

万６，０００円を加え、未処分利益剰余金から２億５，０００万を振りかえた後に資本金

へ組み入れた結果１，８６４万２，３６６円となっております。未処分利益剰余金につい

ては、減債積立金への振りかえ後に当年度純利益３，２９０万２，６３０円を加えた１億

９，４４７万９，４３０円が当年度の未処分利益剰余金となります。 

 次に、下段の剰余金処分計算書でありますが、当年度の純利益３，２９０万２，６３０

円の全額について減債積立金へ積み立てるものであります。その結果、１億６，１５７万

６，８００円が翌年度繰り越し利益剰余金となるものでございます。 

 次に、５ページをお願いいたします。５ページと次の６ページは、貸借対照表でござい

ます。資産状況を５ページに、負債、資本状況を６ページに示し、企業の財政状況を明ら

かにするものでございます。５ページの資産の部は、固定資産合計額２３億５４９万８，

４４６円と流動資産合計２億７，７３５万２３０円を加えた２５億８，２８４万８，６７

６円が資産の合計となっております。 

 次の６ページをお願いします。負債の部の未払い金、その他流動負債合計の１，２２０

万７，６４１円と資本の部の資本金合計である１６億１４１万７２９円と資本剰余金合計

の７億５，６１０万８，５１０円と利益剰余金合計の２億１，３１２万１，７９６円をそ

れぞれ加えました。２５億８，２８４万８，６７６円が負債資本の合計となります。これ

は、５ページの資産合計額と一致するものであります。 

 次に、７ページをお願いいたします。７ページから１５ページまでは、事業報告書でご

ざいます。最初に、７ページの概要ですが、給水状況では給水戸数と給水人口は前年度と

比較して戸数で４５件の減、給水人口では１３５人の減少となり、あわせて有収水量も減

少となりました。２４年度に実施しました主な工事は、量水器取りかえ、浄水場外壁改修

工事などで総額５，２５８万４，０００円となっており、工事概要は９ページから１０ペ

ージに掲載をしてございます。７ページ中段以降は、財政状況について述べております。 

 次に、８ページをお願いいたします。８ページは、議会議決事項、職員の配置数を掲載

しております。職員数については、２４年度より１名を減じております。ごらんをいただ

いて、次の９ページをお願いいたします 

 ９ページ、１０ページは、先ほど述べました工事契約の概要でございます。 

 引き続き、次の１１ページの業務量、１２ページの事業収入、支出については、先ほど

述べました給水人口や収益、費用など、それぞれ前年度との比較をあらわしたものでござ

います。ごらんをいただきまして、説明は省略をさせていただきます。 

 次に、１３ページをお願いいたします。１３ページは、経営分析の結果でありますが、

監査委員から全国平均の比率などを含めた報告がございましたので、省略をさせていただ

きます。 

 次に、１４ページをお願いいたします。１４ページは、企業債の概要でございますが、



 - 21 -

政府資金、公庫資金合わせて前年度末残高１３億９，０１５万９，５３８円に当年度の償

還額２億６，１３４万１，０３９円を差し引いた１１億２，８８１万８，４９９円が当年

度末の未償還残高となるものであります。 

 次に、１５ページをお願いいたします。１５ページは、営業未収金調書でございます。

企業会計においては、出納整理期間がありませんが、おおむね９８％前後の収納率で推移

をしてございます。なお、不納欠損額につきましては、羽幌町私債権に関する条例に基づ

き権利放棄をした債権でございます。 

 次の１６ページから１９ページは収益、費用の明細書、それと２０ページは資本的収支

の明細書、２１ページは固定資産の明細書、２２ページは企業債の明細書を掲載しており

ます。それぞれの各明細につきましては、これまでの説明と重複いたしますので、ごらん

をいただきまして、省略をさせていただきます。 

 以上で平成２４年度水道事業会計決算報告書の説明とさせていただきます。よろしくご

審議の上、ご了承賜りますようお願いを申し上げます。 

〇森委員長 これより理事者側に対する質疑を行いますが、質疑は決算書の内容について

のみにとどめられるようご協力をお願いいたします。 

 認定第１号 平成２４年度羽幌町一般会計歳入歳出決算認定について、これから質疑を

行います。 

 ２番、金木直文君。 

〇金木委員 それでは、質問をさせていただきます。歳入歳出一括ということですので、

歳入部分で私は１件、歳出の部分で３件ほどお聞きをしたいと思います。 

 まず、歳入の２ページです。一番上の町民税にかかわってなのですが、毎年この後２月、

３月には確定申告が行われます。それによって町民税なり、ほかのいろんな税の確定にな

るわけですけれども、税条例によっていろいろ所得控除がされるという規定になっていま

すけれども、何年か前から障がい者控除について、以前は障がい者手帳あるいは療育手帳

ですか、を取得していなくても高齢者、介護認定を受けている方に対しても税控除がされ

るようになったというふうに認識をしておりますけれども、今年度４月から難病指定患者

さんについて障害者総合支援法で障がい者とみなす障がい者サービスを受けることができ

るようになっていると思います。この点について税の控除についても同じように療育手帳

を持っていなくても、介護認定を受けていなくても難病患者さんであれば、いろんな段階

はあるのでしょうけれども、税控除を受けられるということになるのかどうか、その辺の

確認をさせていただきたいと思います。 

〇森委員長 財務課長、三浦義之君。 

〇三浦財務課長 障がい者控除につきましては、以前手帳持参ということで認定をしてい

ましたが、その後介護認定をされている方ということも対象を含めながら拡大をしてきた

ところでございます。今回のこの難病に関しましては、そこまでまだ指定するというよう

な状況で情報は入っておりませんので、対象とはなっていない状況になっております。 
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〇森委員長 ２番、金木直文君。 

〇金木委員 そういう文書類がまだ国なり、道から来ていないということなのかと思いま

すが、まだ２月ころの税の確定申告時期まで期間がありますので、本当にそれでいいのか

どうかということを再度確認をしていただきたいと私は思うのですが、私の得ている情報

では帯広市ではもう既に対象としますよということで、告知までされているかどうかはわ

からないのですが、そういう新聞報道がされています。総合支援法によって指定された難

病患者さんも障がい者控除を受ける対象にしますということを帯広市では発表しているよ

うでありますけれども、対象としている自治体がある中で羽幌町は対象としないというこ

とではまたおかしな話になってくるだろうと思いますので、この点をきちんともう一回調

査するなり、検討し直すということで作業に当たっていただきたいと思うのですが、いか

がでしょうか。 

〇森委員長 財務課長、三浦義之君。 

〇三浦財務課長 その辺の情報をしっかり収集しながら、新年度の申告時期までに間に合

わせて、周知期間も含めながら、時期的なものもありますので、判断していきたいと思い

ます。 

〇森委員長 ２番、金木直文君。 

〇金木委員 それでは、次の件ですが、歳出のほうに入りますが、４０ページの上のほう

になりますが、区分でいえば１３区分、委託料に入るのだろうと思うのですが、予防接種

にかかわってお聞きをしたいと思います。羽幌町では、予防接種については４種類か５種

類ぐらいの接種を対象に補助をしているだろうと思うのですが、子宮頸がんワクチンにつ

いて、今回は２４年度事業に対してなのですが、２４年度からもう既に子宮頸がんワクチ

ンを対象としていたかどうか、ちょっと私も記憶定かではないのですが、そこの点につい

てまずお聞きしたいと思います。 

〇森委員長 福祉課長、鈴木典生君。 

〇鈴木福祉課長 子宮頸がんワクチンは、２２年度から実施しています。 

〇森委員長 ２番、金木直文君。 

〇金木委員 それで、子宮頸がんワクチンは、今年の６月ごろだったでしょうか、厚生労

働省のほうから全国で副反応、いろんな症状が出る場合があるということで、余り積極的

な勧奨とはならないようにという通達が出されていたと思います。今年も４２名分の予算

が計上されて、実施をされているところだと思うのですが、６月の厚生労働省の発表以降

羽幌町の対応といいますか、まずどのぐらいの実態というのか、わかればお願いしたいの

ですが、国からのこういう通達によって４月時点の実施からまた幾らか変更されている部

分があるのか、羽幌町の対応としてはどうなのかお聞きしたいと思います。 

〇森委員長 福祉課長、鈴木典生君。 

〇鈴木福祉課長 今の委員の質問は、２５年度、今現在の状況ということでよろしいでし

ょうか。 
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 ２４年度も実施していますけれども、２５年度は６月に国の今副反応の関係で問題にな

っていることから積極的に勧奨はするなということですので、うちのほうも積極的に勧奨

はしてございません。それまでは２５年度は１回接種した方は７名、それで積極的な勧奨

をしない通知を出してから申し込みがない方が７名いらっしゃいます。２回接種した方が

８名いらっしゃいまして、３回接種は１０月から対象となりますけれども、その方につき

ましてはまだ不明の段階でございます。 

 以上です。 

〇森委員長 ２番、金木直文君。 

〇金木委員 その中で積極的な勧奨はしていないということですけれども、住民の方から

不安なり、問い合わせなり、そういったことで、数字的には７名前後ですから多いとは思

いませんけれども、実際そういう不安の声とかそういったところの状況はどうなのでしょ

うか。 

〇森委員長 福祉課長、鈴木典生君。 

〇鈴木福祉課長 今のところ現在は来ておりません。 

〇森委員長 ２番、金木直文君。 

〇金木委員 広報の仕方というか、直接対象となる方は問い合わせをしたり、医療機関、

病院等に行って相談をするなりはできるのだろうと思うのですけれども、町としてもやっ

ぱり国が発表したからそれでいいことではなくて、町としてもある程度広報して積極的な

勧奨ではありません、もし受けるのであれば自己的な責任でということで町のホームペー

ジなり、広報紙なりで知らせてもいいのではないかなと思うのですが、その辺の広報の仕

方はどうなのかお願いします。 

〇森委員長 福祉課長補佐、更科滋子君。 

〇更科福祉課長補佐 今のご質問にお答えさせていただきます。 

 ちょっと経過のほうをもう一度確認させていただきますけれども、２２年度に子宮頸が

んを始めました当初は、国の事業ということで任意接種という形で事業を行っておりまし

た。ただ、本年度、２５年度からは予防接種法が改正されまして、定期接種の中に含まれ

るという形になりまして、４月当初はうちのほうもそのような形で対象者に対して通知を

していたというところです。ただ、その中で６月の検討会の中で副反応のこともございま

して、積極的な勧奨はしないと。ただし、定期接種の中からは外さないよという厚生労働

省の通知でありました。それを受けまして、今委員おっしゃったようにホームページです

とか広報ですとかの周知が必要なのではないかというお話だったのですけれども、これに

関しましては対象者が大変限られているということで、対象者にあなたは対象ですよとい

う通知を個別にしております。その関係上こういうふうに対応が変わりましたと。ですの

で、国としては積極的には勧奨はしませんけれども、接種は受けられますという形で個別

に通知をしております。そのような方法でやっているということでご理解いただきたいと

思います。 
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〇森委員長 ２番、金木直文君。 

〇金木委員 わかりました。 

 それで、次の質問をさせていただきます。４９ページになりますが、４９ページの中ぐ

らいです。河川管理費の中の１３区分の委託料になるのかなと思うのですが、河川管理で

すから、福寿川についての管理、もしその管理業務事業があればこの中に入っていると思

われますけれども、福寿川の例えば流量、川の水の流量の管理ですとかそういった点の仕

事というのはどこかの業者に委託しているのか。福寿川の流量管理、どういう実態で行わ

れているのかお聞きしたいと思いますが。 

〇森委員長 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 １時４４分 

再開 午後 １時４５分 

 

〇森委員長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 建設水道課長、安宅正夫君。 

〇安宅建設水道課長 お答えいたします。 

 福寿川の流量管理については、うちのほうではやってございません。 

〇森委員長 ２番、金木直文君。 

〇金木委員 福寿川は、河川法でいえば１級河川ではないし、２級河川でもないですし、

いわゆる準用河川ですか、になると思うのです。そうすると、羽幌町の管理になると思う

のですが、どうでしょうか。 

〇森委員長 建設水道課長、安宅正夫君。 

〇安宅建設水道課長 管理はしてございますが、流量の部分についてはしてございません。 

〇森委員長 ２番、金木直文君。 

〇金木委員 そういう意味ですか。そうすると、実際いつも福寿川に流れている水という

のはどこから来ているのかということです。恐らく私の想像するところでは、福寿川は上

水道の水をくみ上げている羽幌町上水道導水ポンプ場のところで羽幌川から水道に使う水

をポンプで引き込んで、その余った部分を福寿川に配水しているというふうに私は聞いて

いるのですが、そういうことではないのですか。 

〇森委員長 建設水道課主幹、吉田吉信君。 

〇吉田建設水道課主幹 お答えします。 

 福寿川の流量に関しましては、北海道のほうから福寿川の維持用水量だけを流してもら

っているという感じで、その中に羽幌町の水道事業に水利権でもらっている水量とそのほ

かに維持管理用の水量を北海道のほうが一緒に流してくれている。その途中で分岐して、

福寿川にいくのと取水ポンプ場にいくように分かれているものですから、余った水ではな

くて、もともと維持管理用の部分だけを北海道のほうが流してくれていると。よろしくお
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願いします。 

〇森委員長 ２番、金木直文君。 

〇金木委員 そういうことですと、結局何を言いたいかというと、時期的なこともあるの

ですが、例えばほとんどとめているのではないかと、福寿川に流す水を。それによってう

まく流れないものだから、途中、途中で水が漂ってといいますか、うまく流れないで一部

腐敗臭、臭くなったり、環境を悪くしたりしている、ちゃんと流すようにすれというよう

な声もちょっと町からあるものですから今回お聞きしたのですが、そういう点についてい

えば道側がきちんと管理すべき問題だということになるのか。あと、途中で海までの間に

は田畑からの暗渠排水も入っていたり、それから一般家庭の生活排水も入っているのでし

ょうか、その辺ちょっと実態もわからないのですが、そういった点も含めてやっぱり流量

管理、あるいは福寿川の環境をきちんと守るというか、きれいにするということからすれ

ば、道が一部流しているということだけで片づけるべき問題ではないと思うのですが、そ

の点も含めて福寿川の環境整備といいますか、環境を守るといいますか、そういった点で

の考え、これから対策必要だと思うのかどうか、その辺のことをお聞きしたいと思います

が、お願いします。 

〇森委員長 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 １時５０分 

再開 午後 １時５１分 

 

〇森委員長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 建設水道課長、安宅正夫君。 

〇安宅建設水道課長 お答えいたします。 

 今の福寿川につきましては、河口の前に六線川ですとかオシリウシナイ川も一緒にそこ

に流れ込んでいるという部分、その中には例えば家畜を飼っている農家の方もおられるそ

れも流れてきているという部分、においがするというのは本当の河口の部分でにおいがし

ているということになりますと、当然下水道の接続がないところとかという部分の形にな

ると思います。 

 以上です。 

〇森委員長 ２番、金木直文君。 

〇金木委員 ですから、そういういろんな整備や環境を守るような立場から、羽幌町もや

っぱり現状よりももっと一歩進んで対策を立てるなり、取り組むべきことがあるのではな

いですかということでお聞きをしたのですが、その点はいかがでしょうか。 

〇森委員長 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 １時５２分 
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再開 午後 １時５３分 

 

〇森委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 建設水道課長、安宅正夫君。 

〇安宅建設水道課長 今のお答えなのですが、福寿川の全体的な環境的な部分の把握もし

なければならないということございますので、その辺のほう関係課もございますでしょう

し、その辺把握して、対応できるものがあれば対応していきたいなとは思っております。 

〇森委員長 ９番、駒井久晃君。 

〇駒井委員 関連して、要するに質問されているのは、水の濁りだとかにおいが出てくる

ので、水量をもっと多くしてもらえないかとかという、そういうことだと思うのです。そ

の辺はどうですか。 

〇森委員長 建設水道課主幹、吉田吉信君。 

〇吉田建設水道課主幹 今水量がもうちょっと流してもらえないかと言われていますけれ

ども、とりあえず道の言い方的にいいますと水利権的に維持管理できる最低水量だけを流

すという頭しかないのです、彼ら。それで、もともとの管も３００ぐらいの管しか入って

いないものですから、それで羽幌町の水道事業のほうにくれるのと両方それで維持できる

という計算でいっているものですから、今の水以上にきっともって流すことはできないと

思うのです。あと、こちらのほうで道のほうにもう少し水を流してくれないかというお願

いはしてみたいと思いますけれども、今のところはそれ以上のことは言えません。よろし

くお願いします。 

〇森委員長 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 １時５５分 

再開 午後 １時５７分 

 

〇森委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 ２番、金木直文君。 

〇金木委員 この件については、私も詳しくわからない状態でお聞きをしています。完全

に私は町の管理だと思い込んだ質問でもあったわけで、道のほうもかかわっているという

ことはよくわからないでの質問でありました。今後もちょっと私この福寿川をやっぱりき

れいにしてほしいという付近の町民の皆さんの声が根強いですし、こういった点から羽幌

町も積極的にかかわって、流量を初め周りから入り込んでいる水の調査ですとか、定期的

にその水質も管理はされているのだと思うのですが、今よりもさらにいい環境にというこ

とで取り組んでいただきたいということでお聞きをしました。改めて答弁をお願いします。 

〇森委員長 建設水道課長、安宅正夫君。 

〇安宅建設水道課長 お答えいたします。 



 - 27 -

 私もいろいろちょっと考えてみていて、かなり前にホテルができたりなんだりして福寿

川のほうも変わったときに、建設課のほうで浄化するとかいろんな方策をしていたのを今

思い出してきました。この部分につきましては、うちのほうもその辺がどのくらいの環境

が悪いのかという部分も、他課もあると思いますけれども、うちのほうもちょっと調べて

みたいなとは思います。 

〇森委員長 ２番、金木直文君。 

〇金木委員 それでは、私のほうからは最後の質問にしたいと思います。１３７ページに

なります。１３７ページの港湾施設にかかわってです。上から２行目、支出額では２億４，

８００万ほどの予算で行われた事業、つまりフェリーターミナルの建設だと思うのですが、

これの中にはいろいろ附属的な予算も入っているのかもしれませんけれども、フェリータ

ーミナルの建設に要した金額を改めてちょっとお聞きしたいのですが、建物の部分、それ

から機械設備の部分、電気設備の部分、恐らく３つぐらいに大きく分かれると思うのです

が、建物の部分についての金額は幾らだったか教えていただきたいと。 

〇森委員長 建設水道課長、安宅正夫君。 

〇安宅建設水道課長 お答えいたします。 

 建物の部分については、２億６２２万でございます。２４ページの事業効果表のところ

にその内容が載せてございます。 

〇森委員長 ２番、金木直文君。 

〇金木委員 済みません、ちょっとどこの部分かは見つけられないのですが、私お聞きし

たいのは建物だけで２億を超えるという建物の事業であったわけですが、結局入札の結果

建築業者は１社の単独事業、単独の業者、１業者への落札といいますか、１業者で請け負

っただろうと思うのですが、２億ほどの建築予算の建物であれば通常は複数社の共同事業

になるのではないかという声を聞いています。１億あるいは１億５，０００万かそれ以上

であれば、単独業者ではなくて複数というのがこれまでも通例といいますか、だったのか

なと私思うのですが、この点について確認をしたいのですが、１社であったというのは間

違いないと思うのですが、どうして単独事業者での入札となったのか、複数としなかった

ところの理由というのは何かあったのか、その辺をお聞きしたいと思います。 

〇森委員長 建設水道課主幹、三上敏文君。 

〇三上建設水道課主幹 お答えいたします。 

 ちょっと先ほどの説明が不足だったので、内容なのですけれども、２億の内容で、建築

主体が１億５，４９８万円、それと機械設備が３，２２３万５，０００円、そして電気設

備が３，１６０万５，０００円というような内訳で、１社単独ではなくて、それぞれ建築、

電気、設備ということで１社ずつ契約しております。 

〇森委員長 ２番、金木直文君。 

〇金木委員 建物の部分でしたら１億４，０００万ということですね。１億を超えて１億

四、五千万ほどであれば複数になるのではないかということだったのです、私の聞いたこ
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とは。それで、この辺の判断とか考え方というのは、そもそも羽幌町としてはどう考えて

いるのか。このぐらいの金額のものであれば単独業者、これ以上のものであれば複数の業

者というような基準なり、そういう考え方というものがあるのかどうか、その辺をお聞き

したいと思います。 

〇森委員長 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ２時０４分 

再開 午後 ２時０６分 

 

〇森委員長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 建設水道課主幹、石川隆一君。 

〇石川建設水道課主幹 ただいまの質問にお答えします。 

 町としては、工事金額で幾らからＪＶにする、そのほか単独にするという明確な決めと

いうのはございません。ただ、今回のフェリーターミナルについては、建物を分節した構

造にしておりまして、片や鉄骨造、片や木造、それを渡り廊下でつないだ形態にしている

のですけれども、工事内容的に見て単独でできるという判断のもと今回の単独発注という

形をとっております。 

〇森委員長 ２番、金木直文君。 

〇金木委員 一応そういう考えがあったということであればわかるのですが、きのうの私

の一般質問ではありませんけれども、金額によっては単独ではなく複数の業者でという声

もやっぱり今後も出てくるだろうと思うのです。その辺の考え方の行き違いが余りなく、

うまく業者間でも事業が行われるように何らかのこの辺の取り決めなり、基準なりという

ことをやっぱり明らかにしてもいいのではないかなと思うのですが、特に隠していたわけ

ではないだろうと思うのですけれども、この辺のいろんな不都合な、不都合なといいます

か、間違った声や見方がされないための方法なり、取り組みなりということは何か考えら

れないでしょうか。その点をお願いします。 

〇森委員長 建設水道課主幹、石川隆一君。 

〇石川建設水道課主幹 今後出る工事につきましては、またその工事内容によりＪＶにす

るなど、内部的に協議をして決定していきたいと思います。 

〇森委員長 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ２時０８分 

再開 午後 ２時２０分 

 

〇森委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 ４番、寺沢孝毅君。 
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〇寺沢委員 私からは、衛生費について質問したいと思います。 

 下水道の区域外の住民に対する合併浄化槽の設置補助という制度があるかと思うのです

けれども、平成２４年度はどれだけの予算額と何件の件数を見込んで、その結果利用数が

幾つあったかということをまず質問したいと思います。 

〇森委員長 町民課長、水上常男君。 

〇水上町民課長 お答えいたします。 

 合併浄化槽設置事業の補助金については、予算的には８５万２，０００円となっており

ます、２４年度。実績といたしまして市街地区が１件、それから離島地区が１件の合計２

件の補助をしております。補助の割合ですけれども、額が市街地区が５人槽で３５万２，

０００円、６人槽で４４万１，０００円、離島については……済みません、もう一回話戻

ります。市街地区で１件で６人から７人槽で４４万１，０００円、それから離島地区で５

人槽で４１万１，０００円の２件を補助しております。 

〇森委員長 ４番、寺沢孝毅君。 

〇寺沢委員 それでは、合わせて１００万程度の決算額ということで、予算額が八十数万

というふうに説明されたと思うのですけれども、そのとおりでよろしいのですか。もう一

度確認いたします。 

〇森委員長 町民課長、水上常男君。 

〇水上町民課長 予算額については１８０万７，０００円です。申しわけございません。 

〇森委員長 ４番、寺沢孝毅君。 

〇寺沢委員 この事業の事業効果というか、これをちょっとお伺いしたいのですけれども、

これはかなり前から継続されている事業だと思います。それで、ずっと２００万程度の予

算をたしかつけてきたと思うのですけれども、平成２４年度も２件の申し込みということ

で、ずっとふえずに大体その程度できているのではないかなという私の認識なのですけれ

ども、その辺の経過をちょっとお知らせいただければと思います。 

〇森委員長 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ２時２４分 

再開 午後 ２時２４分 

 

〇森委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 町民課環境衛生係長、杉野浩君。 

〇杉野町民課環境衛生係長 私のほうからご報告させていただきます。 

 この補助制度については、たしか平成１４年度から補助が実施されていまして、毎年の

細かい設置状況というのは今持ってきていないのですが、たしか総体で２４年度までで２

７件程度の補助利用の実績があります。 

〇森委員長 ４番、寺沢孝毅君。 
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〇寺沢委員 該当する地域が高齢化が進んだりとか、これをやるためにはやっぱり自己資

金もある程度必要になってくることから、なかなか難しいのではなかろうかなという、そ

ういうようなことで数が伸び悩んでいるのではないかと思うのですけれども、その辺の評

価というのはされたことありますか。 

〇森委員長 町民課長、水上常男君。 

〇水上町民課長 改めて評価というのは今のところはしておりません。これから広報等い

ろいろＰＲしながら、接続に向けてお願いしていきたいなというふうには思っております。 

〇森委員長 ４番、寺沢孝毅君。 

〇寺沢委員 私が今ここでこの問題を取り上げたのは、昨年の３月の予算委員会のときに

同じテーマについてそろそろ見直しを図って新たな手法をとるべきではないかというよう

なお話をさせていただきました。そのときの答弁として、そういうことも考えたいという

ようなニュアンスで答弁がございました。それで、決算のこのときにどのような形で今後

この事業を継続されるのかなということでちょっと伺ったのですけれども、この事業は生

活排水をそのまま川や海に流さないという環境面のこともございますし、それから生活の

快適化というようなことも両方の効果があると思うのですけれども、特に離島地区におい

ては海にそのまま流れるものですから、やはりこれが進むと根つけ資源の保護とか、それ

に伴って漁業の安定化とかいろんな効果が見込まれます。環境ということになると、羽幌

町でも今羽幌町エコアイランド構想ということで社会実験２年目を迎えていますけれども、

来年度からそれが実際的に島の中で実験の成果を踏まえながらいろんなことで具現化され

ていくというタイミングにおいても、この事業を今後どのように展開していくかというこ

とをやはり考える時期ではないかというふうに思います。例えば２００万程度の予算をこ

れまで１４年ぐらい組んできて、それほど活用されずに余剰してきているお金があるわけ

です。それは、別な面で有効に活用されているのだろうと思うのですけれども、そういっ

た部分を例えば１カ所浄化槽をきちっと設けて、生活排水をそこにまとめて流し込む方法

もあるでしょうし、それから営業している例えば旅館業とかそういうところにはこの補助

は適用になりません。ですから、改善しにくい状況があります。だから、そういうところ

に対してどうするかということも検討していただきたいというふうに思うのです。そのこ

とも昨年度の予算委員会のときにも述べさせていただきました。ぜひとも来年度に向けて

今のようなことをちょっとご検討いただきたいのですけれども、いかがでしょうか。 

〇森委員長 町民課長、水上常男君。 

〇水上町民課長 今のお話ですと、営業をやっているところの例えば浄化槽、これについ

てもあわせて考えていってはどうかということだと思うのですが、その辺は担当課のほう

といろいろお話ししながら検討していきたいというふうには思います。 

〇森委員長 産業課長、江良貢君。 

〇江良産業課長 離島関係の水洗化といいますか、合併浄化槽で例えば旅館業ですとかそ

ういう営業関係をしている部分の整備につきましては、現在産業課でどういう対応がいい
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かについて検討しております。現実的に合併浄化槽を入れられない状況の旅館等々もある

と聞いておりますので、例えばそういうときに簡易水洗の設備を設けるですとか、そうい

うやつも含めながら環境という部分である程度対応していければと思っていますし、そう

いう部分での整備の補助という形についても今現在検討しているところであります。 

 以上です。 

〇森委員長 ８番、橋本修司君。 

〇橋本委員 私のほうからまちづくり応援基金というのがあると思うのですが、この基金

の状況、出入りの状況あればお伺いしたいと思います。 

〇森委員長 総務課長、井上顕君。 

〇井上総務課長 お答えいたします。 

 平成２４年は５件ありまして、金額に直しまして４９万７，０００円が応援基金という

ことでいただいております。 

〇森委員長 ８番、橋本修司君。 

〇橋本委員 その４９万何がしのお金がたしか何項目かに分かれて、五、六項目に分かれ

てあったと思うのですが、その中にある一定の目的を持って基金を積まれていると思うの

ですけれども、ではその基金が実際どういう形で使われているのか。もし使っていなけれ

ば使っていないでもいいのですけれども、お願いします。 

〇森委員長 総務課長、井上顕君。 

〇井上総務課長 お答えいたします。 

 平成２０年度から始まりましたこの制度ということで、昨年の２４年まで累計しまして

４４７万２，０００円が基金としていただいております。それで、ちなみに平成２３年に

おきまして炭砿の殉公碑の修繕行いまして、そこで９万円ほど使わせてもらっています。

それと、昨年は天売海鳥保護対策事業ということで、この事業の充当ということで１５３

万２，４８０円を使わせていただきまして、平成２４年度末残高で２８４万９，５２０円

ほど今保有しております。 

〇森委員長 ８番、橋本修司君。 

〇橋本委員 適正に効果的な形で使われているとは思いますけれども、いっときのブーム

的な状態からは少し忘れ去られているような感じがして、現在５件の方が４９万何がしの

寄附をしたということで、できればもう少し興味を持ってそれぞれの方が基金に積んでい

ただければまだまだ活用できるのではないかなというふうに思います。今後についてです

けれども、どのような対応をするのか、もし対応策があればお聞きしたいと思います。 

〇森委員長 総務課長、井上顕君。 

〇井上総務課長 現在羽幌町のホームページのほうに羽幌町まちづくり応援寄附金という

ことで常時掲載させてもらっています。それで、これを見て今回５件の方も寄附をいただ

いたと思いますが、例えばふるさと会というものが札幌だとか東京にございます。そうい

った総会の場におきまして、こういったもののＰＲも兼ねて行いたいということを考えて



 - 32 -

おります。それと、今年度からなのですが、この応援基金をいただいた方に、希望による

のですが、毎月羽幌町の広報はぼろを届けるということもしています。それがほかの方々

にまた口コミで広がって、郷土とか関係ある羽幌町の様子を知っていただくということの

一助になればということで、そういったこともまた考えながら、いろんな方面でＰＲをし

ていきたいと思います。 

〇森委員長 ８番、橋本修司君。 

〇橋本委員 僕もそれを言いたかったのですが、いただいたものであれば町からも何か形

でお返しするのがいいのかなと思って、今課長言われたようなことがいいかなと思います。 

 それから、もう一つ、別な件なのですが、道路維持に関することですけれども、町内に

は植樹枡が設置されて、そこにはいろんな木が植えてあります。美観上とてもいいのです

けれども、中にはその木が大きくなり過ぎまして、近くの家やら何か支障を来すという場

合もあるやに聞いております。現状ではそういう苦情があるのかないのか、またあればど

のような形で対処したのかをお伺いしたいと思います。 

〇森委員長 建設水道課長、安宅正夫君。 

〇安宅建設水道課長 お答えいたします。 

 今年では２件ほどございまして、うちのほうで道路維持のほうにお願いをして枝を払う

とかそういう作業をしてございます。 

〇森委員長 ８番、橋本修司君。 

〇橋本委員 苦情はきっと、想像ですけれども、自分の自宅の建物に被害があるとかとい

うことだろうなと思います。ただ、自分の近くのところも見てみますと歩道の半分以上が

木で占有されているということで、果たしてこれでいいのかなというふうにちょっと感じ

るところがありました。というのは、歩く分には支障はないと思いますけれども、例えば

ですけれども、電動カートの車椅子みたいのがあったりすると相当邪魔なのかなというふ

うなことも感じるところがありますので、もう一度見直して、景観的には確かにいいので

しょうけれども、作業上、通行上支障があるのであれば改めて撤去なりのことも考えなが

らやることがいいのではないかなというふうに感じたことがありましたので、今質問させ

ていただきましたけれども、今後どのような形で考えられるかもう一度質問させていただ

きます。 

〇森委員長 建設水道課長、安宅正夫君。 

〇安宅建設水道課長 お答えいたします。 

 うちのほうで再度また道路維持のほうで全体の部分を確認いただく、また歩行に支障が

あるものについてはその手だてをするというような形で進めてまいりたいと思います。 

〇森委員長 ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 これで討論を終わります。 

 これから認定第１号について採決します。 

 本案は、原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 異議なしと認めます。 

 したがって、認定第１号は原案のとおり認定されました。 

 認定第２号 平成２４年度羽幌町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、

これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 これで討論を終わります。 

 これから認定第２号について採決します。 

 本案は、原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 異議なしと認めます。 

 したがって、認定第２号は原案のとおり認定されました。 

 認定第３号 平成２４年度羽幌町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、

これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 これで討論を終わります。 

 これから認定第３号について採決します。 

 本案は、原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 異議なしと認めます。 

 したがって、認定第３号は原案のとおり認定されました。 

 認定第４号 平成２４年度羽幌町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、こ

れから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 これで討論を終わります。 

 これから認定第４号について採決します。 

 本案は、原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 異議なしと認めます。 

 したがって、認定第４号は原案のとおり認定されました。 

 認定第５号 平成２４年度羽幌町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、これ

から質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 これで討論を終わります。 

 これから認定第５号について採決します。 

 本案は、原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 異議なしと認めます。 

 したがって、認定第５号は原案のとおり認定されました。 

 認定第６号 平成２４年度羽幌町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、こ

れから質疑を行います。 

 ４番、寺沢孝毅君。 

〇寺沢委員 監査委員からの報告の内容についてちょっと思うところがありまして、質問

させていただきます。 

 有収率ということで、これが４．９ポイント低下して今現在６１．何がしポイント、い

わゆるその数字を捉えますと４割近い水が有効に生かされていないというような平成２４

年度の結果ということかと思うのですけれども、そういう捉え方でよろしいですか。 

〇森委員長 建設水道課主幹、吉田吉信君。 

〇吉田建設水道課主幹 今落ちたポイント数でいいますと、４割ではなくて４％です。そ

れで、４％今までより落ちているというふうに考えてもらったほうがよろしいと思います。 

〇森委員長 ４番、寺沢孝毅君。 

〇寺沢委員 ４％落ちて、有収率は６１％台になっていますよね。それで、全体の４割ぐ

らいの水が有効に生かされていないということでよろしいのかというふうな質問でした。 

〇森委員長 建設水道課主幹、吉田吉信君。 

〇吉田建設水道課主幹 委員さんのおっしゃるとおり、４割は生かされていないというこ

とです。 
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〇森委員長 ４番、寺沢孝毅君。 

〇寺沢委員 主にその理由として考えられるのは漏水ですよね。管渠が老朽化したりとか

そういったことで、目に見えない漏水も含めて４割ぐらいの水がどこかにいっているとい

うことだと思うのですが、これ実は常任委員会の中でもそういった議論をしたことがあり

まして、図面上に載っているけれども、実際そこに埋まっていない管渠があったりとか、

実際問題場所も特定できない部分もあるかもしれないということで、順次これを洗い出し

て、そしてしっかりと図面上に落としていくのだというような、そういうような常任委員

会で議論があったと思うのですが、その辺の作業というのは進んでいますか。 

〇森委員長 建設水道課主幹、吉田吉信君。 

〇吉田建設水道課主幹 その辺の作業は、島に関してはもう９９％ぐらい終わっています。

それで、それを今度マッピングシステムに落とし込みの作業を今年から行っていく最中で

す。 

 それと、漏水なのですけれども、今年度は天売地区に関しまして漏水調査を行って、漏

水を何カ所かまた潰しています。それとあと、目に見えない漏水で、目に見えているので

すけれども、個人の水抜き栓が壊れて漏水になったとかそういうやつは料金のほうに反映

しないように、本人の不可抗力で漏水したと、そういうやつがあるものですから、そうい

うのが結構今回多かったということです。 

〇森委員長 ４番、寺沢孝毅君。 

〇寺沢委員 結果として４．９ポイントふえていますよね、昨年度に関しては。約５％。

こういうのはやっぱり少しでも数字として少なくなっていくようにしていかなければ、今

後命のもとになる水の問題ですから不安ではないかと思うので、その辺しっかり対処して

いただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

〇森委員長 建設水道課主幹、吉田吉信君。 

〇吉田建設水道課主幹 委員のおっしゃるとおり、僕らも一生懸命これから漏水を少しで

も探して、なるべくいい方向に向かっていくようにしたいと思います。 

〇森委員長 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 これで討論を終わります。 

 これから認定第６号について採決します。 

 本案は、原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 異議なしと認めます。 

 したがって、認定第６号は原案のとおり認定されました。 
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 認定第７号 平成２４年度羽幌町港湾上屋事業特別会計歳入歳出決算認定について、こ

れから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 これで討論を終わります。 

 これから認定第７号について採決します。 

 本案は、原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 異議なしと認めます。 

 したがって、認定第７号は原案のとおり認定されました。 

 認定第８号 平成２４年度羽幌町水道事業剰余金の処分及び決算認定について、これか

ら質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 これで討論を終わります。 

 これから認定第８号について採決します。 

 本案は、原案のとおり可決及び認定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇森委員長 異議なしと認めます。 

 したがって、認定第８号は原案のとおり可決及び認定されました。 

 以上で各会計決算認定については、それぞれ可決及び認定することに決定しました。再

開する本会議において報告することにいたします。 

 

    ◎委員長挨拶 

〇森委員長 それでは、委員長退任に当たりまして、一言お礼のご挨拶を申し上げます。 

 委員各位におかれましては、終始熱心に審査を賜り、まことにありがとうございました。

また、理事者各位におかれましても、本日の資料作成並びに審査の円滑な運営にご協力い

ただきましたことを厚くお礼を申し上げます。皆様方のご理解と協力により、決算特別委

員会の全日程を滞りなく終了することができました。心よりお礼を申し上げまして、退任

の挨拶とさせていただきます。 

 長時間にわたり、ありがとうございました。 

（閉会 午後 ２時４７分） 


